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「広島神楽」定期公演へようこそ！

鍾馗大神
大 疫 神
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門 出  佳 大
栗 栖  賢 介

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

出 上  毅
宇 川  友 勝
清 水  繁 昭
横 田  数 則

　「鍾馗」は中国や日本に伝わる魔除けの神様です。
　備後風土記には、みすぼらしい姿の武塔神（むとうしん）が一夜の宿を頼み、貧しいながらも温かくもてなした家族に「茅の輪
（ちのわ）」を腰に巻くよう言い残し、村中に疫病が流行った際にその家族は助かったという伝説があります。
　神楽の演目「鍾馗」はこの伝説などから創作された物語で、須佐之男命（すさのおのみこと）の化身が鐘馗大神と名乗り、民の
命を奪おうとする大疫神（だいえきしん=疫病の神）と戦います。
　姿なき大疫神を左手に持つ茅の輪で捕らえ、右手の剣で見事退治します。

第二幕『鐘馗』（しょうき）
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三浦之 助
上 総 之介

佐 伯  裕 幸
隅 岡  元 氣

・・・
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玉 藻 前
悪 狐

門 出  佳 大
上長者  雅則

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

森 田  隆 司
栗 栖  太
清 水  繁 昭
住 川  裕 江

　下野国（しもつけのくに=現在の栃木県）の那須野ヶ原（なすのがはら）に悪狐が立ちこもり、庶民を苦しめていました。そこで時
の天子（てんし=君主の称号）は天の羽治弓（あまのはじゆみ）と天の羽波矢（あまのはばや）を伊豆の大将、三浦之助（みうらのす
け）と上総之助（かずさのすけ）の両人に授け、二人は悪狐退治に向かいます。
　現れた悪狐は命乞いをするものの、勅命を受けた両名によって退治されるという物語です。

第一幕『三浦』（みうら）

郷之崎神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　郷之崎神楽団は、広島県山県郡北広島町(旧大朝町)新庄の龍山八幡神社を氏神神社とする神楽団で、現存する資料によ
ると１８６０年くらいには活動していたようです。
　島根県邑南町(旧石見町)の矢上の神楽団から石見神楽を伝授され、その伝統を今まで守ってきました。
　なかなか若い団員が入らず、現在１０数名程度で活動しています。見た目は地味な旧舞ですが、郷之崎の神楽を大事にし、
これからも伝承していきますので、ご声援よろしくお願い申し上げます。

ごうのさきかぐらだん


